
知識を交換するため、普遍性と多様性の構造を理解する
ため、あるいは地球規模の現象に対応するため、研究者
は国境を越えて活動します。そして、研究対象、研究環
境をはじめとするさまざまな理由で、海外で就職するこ
とも稀ではありません。今回は、世界を股にかける柿沼
さんに、海外での就職や研究活動のご経験についてお話
頂きます。

問い合わせ先｜田村光平 


 12/26（火） 
 16:20-17:50

登録フォームURL： 

ff

講演者｜柿沼薫氏 

「環境学者として 

海外で働いてみたら」

東北大生のためのハローワーク第10回＆第40回川内茶会セミナー
Kawauchi Cayhane Seminar


